英国の無期刑 (3) : 重大犯罪における行為と危険性との関係が問題になる一場面として by 吉開 多一
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やすいものであるから，合理的な期間ごとに，裁判所によって拘禁継続
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の適法性が審査されなければならない





































































































































































に自由をはく奪されるのである（he forfeits his liberty to the state for the 
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した者は残された生涯にわたって国家に自由をはく奪される
































































































































































































































































































































































































































































1995年刑事上訴法（Criminal Appeal Act 1995）により誤判の救済を目的
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